
地域の女性リーダー育成促進事業 【福岡県】

〇近年、県内で豪雨災害をはじめとする大規模災害の頻発により、
自治会など地域コミュニティにおける共助の重要性が高まってい
る。また、新型コロナウイルス感染症による社会の変容に対応し
た多様な視点が、地域コミュニティに求められている。

〇県内の自治会役員の多くは男性であり、また、審議会に占める
女性委員の割合も32.9%と女性の参画が進んでいない状況。県
ではこれまで、地域の女性リーダー育成事業に取り組んできた
が、市町村における人材の活用が進んでいない状況。

地域の実情と課題

連携団体

男女共同参画の視点を持った災害対応人材育成事業においては、
地域で波及させる際に理解を得られるか不安がある、伝え方がわ
からないという声があったため、地域を巻き込むためのノウハウを
学ぶカリキュラムを検討する必要がある。
地域の政策・意思決定女性参画促進事業においては、対象が市
町村職員であることから、連日の参加が業務の都合上困難との声
があり、参加者の募集に苦慮しているため、開催日程や手法を検
討する必要がある。

今後の課題

男女共同参画の視点を持った災害対応人材育成事業では、いず
れの講義・ワークでも、「満足」以上と回答した割合が高く、参加者
のニーズに即した内容であったとともに、新たな学びを提供できた
といえる。
地域の政策・意思決定女性参画促進事業では、市町村審議会等
委員に占める女性の割合は、令和４年４月１日現在で34.3%（令和
３年４月１日時点では33.8%）であり、県の目標である令和７年度で
の40%達成に向けて上昇している。

事業の効果

自治会の役員や自主防災組織のメンバー等を対象に、災害時は
もとより平常時においても多様な視点で防災・復興に対応できる女
性人材を育成する。あわせて、当該事業等を受講した女性人材の、
政策・意思決定の場への参画が進むよう、市町村や男女センター
の職員を対象に、女性人材活用力の向上を図る。

目的・目標

自治会の役員や自主防災組織のメンバー等を対象に、災害時は
もとより平常時においても多様な視点で防災・復興に対応できる人
材を育成するため、男女共同参画の視点や避難者の心身の健康
について学ぶ講義や、学びを生かした避難所運営のグループワー
クを実施。また、市町村や男女センターの職員を対象に、女性人
材活用力の向上をはかる実践的な研修を実施。

事業の特徴

総事業費 ２，１０３ 千円

交付金額 １，０５１ 千円

事業番号 ④

福岡県女性の活躍応援協議会
福岡県、福岡労働局、福岡県市長会、福岡県町村会、福岡県経営者協会、福
岡県商工会議所連合会、福岡県商工会連合会、福岡県中小企業団体中央会、
福岡県中小企業家同友会、福岡県中小企業経営者協会連合会、福岡県農業
協同組合中央会、日本労働組合総連合会福岡県連合会

（九州経済産業局、福岡県信用金庫協会、福岡県建設業協会、福岡県情報サー
ビス産業協会、福岡県機械金属工業連合会、福岡県トラック協会、福岡県中小
企業診断士協会、福岡県社会保険労務士会）※（）は実務者会議のみ



事業の概要

地域の女性リーダー育成促進事業

自治会の役員や自主防災組織のメンバー等を
対象に、災害時はもとより平常時においても多
様な視点で防災・復興に対応できる人材を育成
するために、災害対応における男女共同参画の
視点や避難者の心身の健康について講義で学
び、その学びを生かした避難所運営のグループ
ワークを実施。

＜地域共同の推進実践研修＞

男女共同参画の視点を持った災害対応人材育成事業等を受講した女性人材が、
政策・意思決定の場へ参画し活躍できるよう、市町村や男女センターの職員を対
象に、女性人材活用力向上を図る研修を実施。

募集チラシ

＜地域リーダーのための災害対応力向上講座＞
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